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サイエンティフィック・システム研究会 システム技術分科会第2回会合 2001/10/31

名古屋大学学内ＬＡＮの
高速化について

名古屋大学　大型計算機センター

山口　由紀子

ＮＩＣＥの概要

物理ネットワーク構成（更新前）

基幹：　ＡＴＭ（平成７年）

建物間：　ＦＤＤＩ（平成５年）

端末接続環境：

　　　　イエローケーブル（平成元年）

　　　　情報コンセント（平成５年）

サブネット数：　８７

端末接続台数：　１５６５５台（１０月２９日現在）
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接続端末数の変遷

0

4000

8000

12000

16000

３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 １２年 １３年

台

パソコン ＷＳ その他

平成１２年７月２８日
　文部省より超高速ネットワーク（仮称：スー
パーSINET）を利用した研究プロジェクト案の
招請あり

　　　　→　８月７日に回答

平成１２年９月１３日
　文部省より「スーパーSINETの予算にはスパコ
ンのネットワーク機器は含まない」旨通達あり

　　　　→　補正予算に対する期待感つのる

補正予算獲得までの道のり１
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補正予算獲得までの道のり２

平成１２年１０月２日２１：１５

学内ＬＡＮの概算要求書の招請あり

→　２種類の概算要求書を３日１７：００に提出

学内ＬＡＮの更新（ギガビットネットワーク）

新築建物２棟（ＡＴＭネットワーク）

１０月中旬補正予算の連絡あり

ＮＩＣＥⅡのシステム構成
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ＮＩＣＥⅢのシステム構成

ネットワーク構成の変遷
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ＮＩＣＥⅢの設計方針

基幹を１０Ｇｂｐｓに高速化する

すべての建物にギガビット環境を整備する

セキュリティを強化する

１０年以上経った設備の運用を停止する

ＩＰｖ６に備える

ただし、現在の利用形態を継続すること

バックボーン（１０ＧｂｉｔＥｔｈｅｒ）

工学部Ａ 中央

工学部Ｃ

工学部Ｂ

文系

理学部

農学部

共同教育

事務部

鶴舞 大幸
豊川

自営線
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障害時の接続
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建物間ネットワーク

建物内ルータ
ＳＲ５４００

バックボーン
ルータ

Catalyst６５０９
ＨＵＢ

ＨＵＢ

ＨＵＢ

ＨＵＢ

ＨＵＢ

ＨＵＢ

建物内ルータ
ＳＲ５４００

ＨＵＢ

建物内ＨＵＢ

隣接建物

小規模サブネット

建物内ＨＵＢ

光ケーブルの敷設

バックボーンルータ間
ＳＭ－２４

総ケーブル長：約５．５ｋｍ

バックボーンルータ←→建物ルータ
ＳＭ－１６　＋　ＧＩ－８

総ケーブル長：約２５ｋｍ

ルータ←→ＨＵＢ（建物内も含む）
ＧＩ－４

すべての建物にギガビット通信が可能なケーブルを敷設
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建物内ネットワーク構成

中継用ＧＳＷ
Catalyst
４９０８

ルータ
ＳＲ５４００

ＨＵＢ

ＨＵＢ
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情報コンセント

情報コンセント

ＨＵＢ

（既設）

（新設）

Catalyst
5000

イエローケーブル

新設情報コンセント調査

既設端末数から建物毎に概数を算出

光ケーブルの敷設にかかる費用が不明
だったため、ランクＡ、Ｂに分けて調査

建屋平面図に設置場所を記入

ランクＡ：２０００個（赤で記入）

ランクＢ：４０００個（青で記入）

１２月７日調査依頼　→　１２月１８日〆切

すべての調査結果が期限内に揃った！！
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情報コンセントの設置

約４０００個（ランクＡおよびＢの一部）設置

イエローケーブルも継続して使用

ＮＩＣＥⅡからⅢへの移行

新築建物のＬＡＮ開通
総合研究棟：　９月１０日

臨床研究棟：　９月１７日

附属農場の高速化：　１０月１日

バックボーンルータ単位に切り替え
９月２０日　　工学部Ａ

　　　　↓

１０月２４日　中央（大型センター）
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ＮＩＣＥⅢへの移行準備

バックボーンルータ（中央）
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建物内ルータ

ＳＲ５４００
Catalyst４９０８ ＬＲ５５０

ＨＵＢの新設
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ＨＵＢの置き換え

スーパーSINET

２００２年１月４日稼働予定

スーパーSINET（ＯＣ１９２ｃ）

学内ＬＡＮの高速接続

既設のSINET
いわゆる業界ネットワーク

研究プロジェクト専用ネットワーク（ＧｂｉｔＥｔ
ｈｅｒ）
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スーパーSINET名古屋ノード
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ＡＭＰ
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高エネルギー物理学研究

宇宙科学研究
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（東京大学）

（京都大学）
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（宇宙科学研究所）
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研究プロジェクトなどの接続

ＧＲＩＤ（センター内：ＶＰＰ５０００）
　→　館内配線

ＨＥＰｎｅｔ－Ｊ（理学部新Ｄ館）
　→　既設回線を使用

天文台ネットワーク（理学部ＣＤ館）

高エネルギー物理学研究（理学部新Ｄ館）

宇宙科学研究（理学部Ｄ館）
　→　ＮＩＣＥⅢで敷設した光ケーブルを利用
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学内ＬＡＮの接続
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ＮＩＣＥとの接続
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接続機器

負荷分散

ＢＩＧ－ＩＰ

ファイアウォール

ＧＰ７０００Ｓモデル２２Ｒ

FireWall-1

ＩＤＳ

Ｅｎｔｒａｓｙｓ　Dragon

負荷分散装置
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ファイアウォール

ＡｐｐｌｅＴａｌｋの運用の変遷

平成元年～

　    Ｐｈａｓｅ１で運用

平成８年８月

   　 Ｐｈａｓｅ２へ移行

　　　部局ＬＡＮ単位にサブネット化

平成１１年７月

      ＴＣＰ／ＩＰと同一のサブネット化
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ＡｐｐｌｅＴａｌｋルーティング

部局が複数の建物に分散して居住してい
るため、離れた建物のプリンタへの出力要
求が少なからずある。

仕様策定においてＡｐｐｌｅＴａｌｋの利用状況
を調査する時間的余裕がなかった。

これまでどおりのサブネットをルーティング

ＩＰｖ６の動向

ＪＧＮ（Japan　Gigabit　Network）の実験に
参加

大型センター内に端末数台

学内の端末にＩＰｖ４でトンネリング

スーパーSINETでも計画中

ＳＲ５４００はＩＰｖ６がサポートされていない
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おわりに

基幹は１０Ｇｂｐｓに高速化される予定

すべての建物に光ケーブル敷設

ＩＤＳを導入し、セキュリティを強化

１０年以上経った設備の運用を停止

イエローケーブルは残る

ＭＨＬＩＮＫは廃棄予定

ＩＰｖ６には備えられず

ＮＩＣＥⅡからＮＩＣＥⅢへ移行はほぼ完了

これからの作業

事務用ＬＡＮ（ＭＨＬＩＮＫからＡＴＭへ）の移行
を１２月にかけて実施

ウィルスチェッカー（Norton　AntiVirus）全学
サービス

スーパーSINET（１月４日稼働予定）の準備
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